
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１４ 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電気機器 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「電気機器」 （実教出版） 

副教材等 自作プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電気機器では直流発電機、電動機、変圧器、誘導電動機、同期機等の原理、構造などの基本事項を学

ぶ。授業では自ら教科書を読み調べ発表する機会を設ける。特に計算問題の演習の機会を設ける。将来、

電気技術者を目指す事ができるように電気主任技術者第３種の過去問題にも触れながら電気機器につ

いての法規及び日本工業規格などと関連させて理解を深める。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）直流発電機、電動機、変圧器、誘導電動機、同期機等の原理、構造などの基本事項、名称につ

いて学び、その知識を活用し体系的に理解しているとともに関連する技術を身に着けている。 

（２）基本的な計算問題について理解し、電気機器に関する課題を発見し、職業人に求められる倫

理観を踏まえ合理的に解決する力を身に着けている。 

（３）「電気実習」と連携しより深く理解した上で習得した知識と技術をよりよい社会の構築をめざ

して自ら学び工業の発展を主体的かつ協働的に取り組む態度を身に着けている。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

電気機器の基本的な名称・

動作原理・構造を理解でき

ること。 

「電気実習」においてその

知識を活用し、体験として

深く習得できること。 

電気基礎やその他の学習で学

んだ各種の法則・現象等を基

に電気機器で学んだ原理を理

解し表現することができる

か。 

 電気機器の原理・構造につ

いて自ら関心を持ち、積極的

に学習をやっていこうとする

意欲があるのか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期
中
間 

直
流
機
・
直
流
発
電
機 

１ 直流機   

① 直流機の原理 

② 直流器の構造 

③ 電機子巻線法 

２ 直流発電機 

②  直流発電機の理論 

② 直流発電機の種類と

特性 

 

a:知識と技術が身についたか 

b:定期考査での目標が到達点に

達しているか 

c:積極的に学んでいるか 

 

 

授業中

の状況 

定期考

査 

出席状

況 

授業中

の作成し

た課題

等の提

出状況 

前
期
末 

直
流
電
動
機
・
直
流
器
の
定
格 

３ 直流電動機 

① 直流電動機の理論 

② 直流電動機の特性 

③ 始動と速度制御 

４ 直流器の定格 

① 直流発電機の定格 

② 直流電動機の定格 

  

 

a:知識と技術が身についたか 

b:定期考査での目標が到達点に

達しているか 

c:積極的に学んでいるか 

授業中

の状況 

定期考

査 

出席状

況 

授業中

の作成し

た課題

等の提

出状況 

後
期
中
間 

電
気
材
料 

５ 電気材料 

① 導電材料 

② 磁性材料 

③ 絶縁材料 

 

a:知識と技術が身についたか 

b:定期考査での目標が到達点に

達しているか 

c:積極的に学んでいるか 

授業中

の状況 

定期考

査 

出席状

況 

授業中

の作成し

た課題

等の提

出状況 

後
期
末 

変
圧
器 

６ 変圧器  

① 変圧器の構造 

② 変圧器の理論 

 

a:知識と技術が身についたか 

b:定期考査での目標が到達点に

達しているか 

c:積極的に学んでいるか a: 

 

 

 

 

授業中

の状況 

定期考

査 

出席状

況 

授業中

の作成し

た課題

等の提

出状況 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         
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